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Kyoto University Substances (KUSs ） は 、 ATPase の 一 つ で あ る
valosin-containing protein (VCP）タンパクの ATPase の modulator として、
京都大学が開発した低分子化合物である。KUS 化合物の一つ、KUS121 は、













KUS121 の効果を判定した。網膜虚血の 2 時間前に、KUS121（25μg/眼）硝子
体注射（硝注）を行い、網膜の形態・機能的評価を行った。KUS121 硝注群で
は、対照群（PBS 硝注）に比べ、虚血による網膜菲薄化を抑制し、RGC は残
存していた。更に、網膜電図で b 波の振幅低下は抑制されていた。 
KUS121 による神経保護効果メカニズムの検討のため、小胞体（ER）ストレ
スおよびアポトーシスの評価を行った。虚血３時間後から ER ストレスマーカ
ー蛋白 CHOP の発現が誘導されたが、KUS121 により蛋白発現が抑制されてい
た。免疫染色では、CHOP 陽性RGCがKUS121 により減少していた。また、網膜内
層に見られる、TUNEL陽性細胞は、KUS121 投与群で少なかった。虚血 24 時間後に







Kyoto University Substances (KUSs）は、valosin-containing protein の
ATPase 阻害剤として、本学が開発した低分子化合物である。KUSs の一つ、KUS121
は、多様な細胞障害性ストレスに対して強い細胞保護活性を示す。本研究では、
















要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
